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地
域
活
性
化
に
向
け
て

―
―
ど
の
よ
う
な
想
い
で
活
動
し
て
い

ま
す
か
？

　

コ
ロ
ナ
禍
の
際
、
経
済
活
動
が
止
ま

り
、
多
く
の
こ
と
を
考
え
る
時
間
が
あ

り
ま
し
た
。
家
族
や
仕
事
の
こ
と
な
ど

見
つ
め
考
え
直
す
な
か
、
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
の
た
め
に
な
に
か
で
き
な
い
か
・

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
再
び

楽
し
く
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
有
志

の
人
間
を
集
め
、
２
０
２
２
年
に
天
晴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

｢

社
会
的
な
繋
が
り｣

を
よ
り
多
く
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
広
げ
、｢

地
域
の
元

気
の
一
部｣

に
な
れ
れ
ば
と
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
は
多
く
の
魅

力
的
な
人
た
ち
が
活
躍
し
、
地
域
を
支

え
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
想
い
が
集

ま
れ
ば｢

地
域
の
元
気｣

の
ビ
ジ
ョ
ン

も
形
と
な
っ
て
見
え
て
く
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

～
共
同
創
造
～
を
テ
ー
マ
に
、
想
い

を
共
有
す
る
仲
間
と
イ
ベ
ン
ト
・
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
参
加
さ
れ
る
人
々
や

地
域
と
と
も
に
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を

創
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

天
晴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表　

上
田
洋
平

校外ボランティアサークル・あっぱれ高校生部 

＃天
あっぱれ

晴プロジェクト　×　広報委員会

高
校
生
の
活
躍

―
―
あ
っ
ぱ
れ
高
校
生
部
の
結
成
の
経

緯
は
？

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ス
タ
ー
ト
し
た
高
校
生

活
の
な
か
、
昨
年
に
校
外
活
動
と
し
て

初
め
て
参
加
し
た
の
が
、
天
晴
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
子
ど
も
食
堂
「
あ
っ
ぱ
れ
キ

ッ
チ
ン
」
で
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
学
生
だ
け
で
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
、
職
業
の

方
々
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
１
つ
の

イ
ベ
ン
ト
を
み
ん
な
で
一
緒
に
作
り
あ

げ
る
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

パン作り教室
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地
域
の
み
ん
な
で
頑
張
る
こ
と
の
楽

し
さ
に
、
喜
ん
で
く
れ
た
人
た
ち
に
声

を
か
け
て
も
ら
え
た
こ
と
が
す
ご
く
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
て
い
く
な
か
で
、
自
分

た
ち
高
校
生
も
住
ん
で
い
る
地
域
の
た

め
に
な
に
か
し
た
い
！
と
思
い
、
仲
間

を
募
り
「
あ
っ
ぱ
れ
高
校
生
部
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

天
晴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
し
て
、

地
域
の
高
校
生
と
し
て
、
み
ん
な
が
元

気
で
楽
し
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

部
長　

粉
河
高
校
３
年　

片
木
さ
ん

―
―
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

か
？

　

令
和
５
年
４
月
時
点
で
高
校
、
学
年

を
問
わ
ず
37
名
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
興
味
の
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
、

内
容
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
あ
っ
ぱ
れ

高
校
生
部
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
、
企
画
や
宣
伝
、
運
営
ま
で
自
分
た

ち
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
っ
ぱ
れ
キ
ッ
チ
ン
の
子
ど
も
食
堂
、

キ
ッ
ズ
サ
ー
ク
ル
（
Ｋ
Ｅ
Ｙ 

Ｋ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
）
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

基
礎
運
動
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
、

保
育
や
幼
児
教
育
へ
の
進
学
を
目
指
す

メ
ン
バ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｄ
Ｉ
Ｙ
部
門
で
は
、

空
き
家
の
利
活
用
、
廃
材
な
ど
を
使
っ

た
Ｄ
Ｉ
Ｙ
、
建
築
に
興
味
の
あ
る
学
生

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
学
生
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
職
業
体
験
が
コ
ロ
ナ

禍
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
将

来
を
考
え
経
験
を
し
た
い
！
と
い
う
思

い
で
参
加
す
る
学
生
も
い
ま
す
。

い
ざ
Ｄ
Ｉ
Ｙ
！

―
―
今
回
参
加
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
い
か
が
で
し
た
か
？

　

設
計
図
を
読
み
、
寸
法
を
計
り
墨
だ

し
を
し
て
、
道
具
を
使
っ
て
組
み
立
て

て
い
き
ま
し
た
。
専
門
的
で
細
か
な
作

業
に
苦
戦
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
楽
し
く
可
愛
い
机
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

地
域
の
力
に

―
―
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
ほ
し
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
あ
れ
ば
協
力
し
て
も
ら
え

ま
す
か
？

　
「
あ
っ
ぱ
れ
高
校
生
部
」
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

案
件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
や
天
晴
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
は
Ｈ
Ｐ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
発
信
し
て
い
る
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

キッズサークル

楽しく DIY をしました

DIY 実践中

高
校
生
の
活
動
を
通
じ
て

　

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
高
校
生
た
ち

の
元
気
や
パ
ワ
ー
を
と
て
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
い

と
思
う
学
生
た
ち
の
想
い
に
寄
り
添
い
、

市
議
会
に
お
い
て
も
今
後
何
か
一
緒
に

事
業
が
で
き
な
い
か
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
る
取
材
で
し
た
。

　

紀
の
川
市
の
未
来
へ
繋
げ
ら
れ
る
よ

う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
阪
中
・
大
田
）
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●
第
２
回
定
例
会
●

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

定
例
会　

会
期　

20
日
間 

6
月
16
日
～
７
月
５
日

　

・
一
般
質
問　

５
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
当
に
必
要
な
も
の
な
の
か

１◎
行
政
情
報
化
推
進
事
業
（
８
１
８
万
４
千
円
）

　

市
民
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
、
本

庁
舎
へ
の
証
明
書
自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス
端
末
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）
を
導

入
し
ま
す
。　

（
議
案
第
43
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
庁
舎
内
に
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
置
く

理
由
は
。

Ａ
窓
口
が
混
雑
し
て
い
て
も
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
コ
ン
ビ
ニ

で
住
民
票
な
ど
を
出
せ
る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
推
進
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
。

Ａ
１
か
月
約
９
万
円
と
消
費
税
で
す
。

Ｑ
利
用
の
見
込
み
数
は
。

Ａ
月
２
５
０
件
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

７件に
注目！

コンビニのマルチコピー機

　

定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

　

・
専
決
処
分
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
７
件

　

・
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
７
件

　

・
条
例
の
改
正
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

　

・
令
和
５
年
度
補
正
予
算
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

　

・
そ
の
他
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

　

請
願
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件
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子
育
て
支
援
の
充
実

２

紀
の
川
は
っ
さ
く
で
画
期
的
な
商
品
化
を
‼

３

（
議
案
第
43
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（
議
案
第
43
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

◎
紀
の
川
は
っ
さ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
（
５
０
０
万
円
）

　

は
っ
さ
く
の
苦
味
成
分
で
あ
る
ナ
リ
ン
ギ
ン
の
新
た
な
機
能
性
の
研
究
、

商
品
化
に
取
り
組
む
市
内
事
業
者
に
対
し
、
成
分
検
査
な
ど
の
費
用
の
一

部
補
助
を
行
い
ま
す
。　

　

◎
こ
ど
も
未
来
応
援
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
事
業
（
委
託
料
・
交
付
金
）

（
１
億
８
６
９
５
万
４
千
円
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
充
当
し
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
経
済
対
策
と
し

て
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
一
人

あ
た
り
に
、
２
万
円
の
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
に
し
た
理
由
は
。

Ａ
社
会
情
勢
や
、
国
の
取
り
組
み
、
前

回
実
施
し
た
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の

店
舗
側
と
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
好
意
的
な
ご
意
見
を
数
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
該
当
す
る
世
帯
が
申
請
す
る
の
か
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ
対
象
者
の
世
帯
主
の
方
な
ど
に
案
内

し
、
デ
ジ
タ
ル
の
仕
組
み
の
な
か
で

申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、
10
月
上
旬

に
交
付
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま

す
。

Ｑ
ナ
リ
ン
ギ
ン
の
効
能
は
。

Ａ
ナ
リ
ン
ギ
ン
は
は
っ
さ
く
の
外
皮
や

薄
皮
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
主
な
効

能
と
し
て
、
血
栓
の
防
止
や
中
性
脂

肪
抑
制
な
ど
の
成
人
病
予
防
や
、
美

容
に
有
効
な
効
果
が
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｑ
ナ
リ
ン
ギ
ン
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
く
な
か
で
、
何
か
特
徴
的
な
分
野

へ
の
展
開
は
。

Ａ
近
畿
大
学
の
生
物
理
工
学
部
で
腸
内

フ
ロ
ー
ラ
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

腸
の
な
か
に
い
る
細
菌
に
対
し
て
ど

ん
な
影
響
が
あ
る
か
を
こ
れ
か
ら
研

究
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た



紀の川市議会だより  No.66  2023.8（令和 5 年） 6

災
害
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

４

ト
イ
レ
復
旧

５

◎
災
害
被
害
者
援
護
事
業
（
１
７
４
５
万
円
）

　

豪
雨
に
よ
る
住
宅
の
全
壊
や
半
壊
、
床
上
浸
水
な
ど
の
被
害
を
受
け
た

世
帯
に
災
害
見
舞
金
と
、
災
害
で
亡
く
な
っ
た
市
民
の
遺
族
に
対
す
る
災

害
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。　

◎
し
尿
く
み
取
り
料
補
助
事
業
（
50
万
円
）

　

６
月
２
日
の
豪
雨
で
被
害
を
受
け
、
雨
水
や
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
浸
水

し
た
こ
と
で
実
施
す
る
し
尿
く
み
取
り
に
対
し
、
し
尿
く
み
取
り
料
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

（
議
案
第
45
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

（
議
案
第
45
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
被
害
件
数
と
災
害
見
舞
金
の
支
給
額

は
。

Ａ
住
家
被
害
認
定
調
査
に
よ
り
全
壊
１

件
10
万
円
、
全
壊
に
至
ら
な
い
半
壊

以
上
が
１
２
０
件
で
８
万
円
、
半
壊

に
至
ら
な
い
床
上
浸
水
以
上
が
55
件

で
５
万
円
で
す
。

Ｑ
支
給
の
時
期
は
。

Ａ
議
決
後
、
早
々
に
見
舞
金
の
封
入
作

業
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
支
給
方
法
は
。

Ａ
幹
部
職
員
に
よ
る
手
渡
し
で
の
支
給

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
補
助
額
や
対
象
は
。

Ａ
く
み
取
っ
た
金
額
に
対
し
、
上
限
が

５
０
０
０
円
で
１
０
０
件
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

Ｑ
申
請
方
法
は
。

Ａ
り
災
証
明
書
と
く
み
取
っ
た
領
収
書

を
添
付
し
、
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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み
ん
な
で
協
力

６

豪
雨
被
害
に
予
備
費
も
充
当

７

◎
消
防
団
運
営
事
業
（
内
16
万
円
）

　

６
月
に
お
き
た
台
風
２
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
の
際
の
、
消
防
団
員
の
活

動
費
用
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
す
。　

　

当
初
予
算
で
は
予
備
費
（
※
）
は
１
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
災
害
対
応
で
約
５
５
０
０
万
円
を
支
出
し
た
た
め
、
今
回
６
千
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
45
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

（
議
案
第
45
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
消
防
団
活
動
補
助
金
16
万
円
の
内
訳

は
。

Ａ
６
月
３
日
～
５
日
に
か
け
て
市
消
防

団
員
が
中
鞆
渕
水
難
捜
査
に
出
動
し

た
活
動
補
助
金
で
す
。
80
人
が
出
動

し
、
ひ
と
り
２
千
円
の
補
助
に
な
る

の
で
、
計
16
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
以
外
の
出
動
に
つ
い
て
は
、
年
額

４
千
円
の
費
用
弁
償
内
で
の
対
応
と

な
り
ま
す
。

Ｑ
行
方
不
明
者
捜
索
活
動
以
外
で
の
消

防
団
員
の
出
動
人
数
は
。

Ａ
６
月
２
日
５
０
３
人
・
３
日
３
２
３

人
・
５
日
81
人
で
、
そ
の
後
の
出
動

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
出

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
の
時
点
で
予
備
費
を
充
て
て
い
る

事
業
は
。

Ａ
土
砂
崩
れ
の
崩
土
除
去
や
、
農
地
の

復
旧
、
崩
落
し
た
橋
の
撤
去
な
ど
に

約
５
５
０
０
万
円
を
支
出
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
激げ
き
じ
ん

甚
災
害
の
指
定
が
さ
れ
る
報
道
が

あ
っ
た
が
。

Ａ
今
回
の
災
害
に
つ
い
て
は
農
業
関
係

の
激
甚
の
指
定
が
さ
れ
る
見
込
み
に

な
り
ま
す
。
今
後
指
定
さ
れ
れ
ば
、

農
業
関
係
の
復
旧
事
業
で
国
の
補
助

率
が
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

 

※
不
測
の
事
態
や
予
算
の
超
過
に
対

応
す
る
た
め
の
費
用
。
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請願第１号
「日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子ども
たちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める請願書」
に対して討論を行い、不採択となりました。

請願第２号
「紀の川市全域に乗り合いタクシーの運行を求める請願書」
に対して審査を行った結果、委員会では「趣旨採択」すべきとな
りましたが、その後の本会議で「採択」と決定されました。

討　論討　論

　「学校上空を飛ばないでほしい」「場
周経路を守ってほしい」など、請願者
の願いは切実である。沖縄県だけの問
題でなく、日本全体で解決すべき問題
だと認識している。

　請願者の思いと請願内容に引っかか
るところはない。地域の実情に応じた
対応を今後していけばいいと思う。
　また、市全域をカバーして高齢化す
る状況に対応するためには、市全域で
早急に乗り合いタクシーを運行させる
というのが大事で、そうでないと市民
ニーズに応えられない。

　市議会で取り扱う内容ではないと思
う。土壌汚染に関しては国の基準がな
いため、根本的な基準の定義を国に求
めていくべきである。また、内容が少
しぼやけているのではないのか。

　他にももっと良い手段があるのでは
ないか。また、乗り合いすることに抵
抗する方もいるのではないか。
　乗り合いタクシーの運行にあたり、

「市全域」で「早急」にという言葉に
賛同できないが、交通弱者の方のため
に何か対策を講じていきたいという思
いは同じである。

賛成の主な理由

賛成の主な理由

反対の主な理由

趣旨採択の主な理由

紹介議員・参考人に対する質疑や意見紹介議員・参考人に対する質疑や意見

案　　　件　　　名 結果

木
村　

芳
友

大
田　

裕
之

上
野　

宗
彦

門　

 

眞
一
郎

舩
木　

孝
明

並
松　

八
重

石
井　

仁

中
村　

ま
き

仲
谷　

妙
子

阪
中　

晃

村
垣　

正
造

堂
脇　

光
弘

室
谷　

伊
則

川
原　

一
泰

杉
原　

勲

竹
村　

広
明

大
谷 

さ
つ
き

榎
本　

喜
之

（わ）（わ）（清）（共）（わ）（公）（共）（共）（清）（わ）（清）（清）（公）（清）（わ）（清）（公）（わ）
請願第１号　日本全体で解決すべき問題として、
普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・
土の安全の保障を求める請願書

不採択 × × × ○ × × ○ ○ × × ○ × × × × × × －

請願第２号　紀の川市全域に乗り合いタクシー
の運行を求める請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × －

【○・・・賛成　　×・・・反対　　－・・・議長　欠・・・欠席　　退・・・退席】   
※議長は採決に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」があります。 
※（わ）・・・わかばクラブ　　（清）・・・清流会　　（公）・・・公明党　　（共）・・・日本共産党

議案に対する議員の賛否一覧（賛否が分かれたものを掲載しています）

採
択

不
採
択
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総務文教常任委員会
● 4 月 26 日

・ コミュニティスクールについて
　　本市のコミュニティスクールの現状と、今後の課題について調査しました。
・ 公共交通について
　　本市の公共交通の現状と、今後の課題について調査しました。

●6月26 日　
・ 施設使用料の減免見直しについて
　　本市の施設使用料の減免見直しについて経緯や内容、今後の取り組みについて
　　説明を受けました。

議会広報特別委員会　５月１６日～１７日

●兵庫県加東市　●兵庫県洲本市　
　加東市では、「クイズ＆アンケート募集」を行っており、議会だよりを読む機会と市
民の意見を聞く機会のひとつとしていました。また、読者の幅を広めるため、タイムリー
に情報を届けることができる SNS などでの情報発信を検討されていました。
　洲本市では、議会だよりの固いイメージを払拭するため、表紙写真を一般募集され
ていました。応募された方に記念品の贈呈を開始するなど、工夫して応募数を確保さ
れていました。また、特集記事では議員の 24 時間を時系列で紹介するなど、議会の
活動を市民に分かりやすく掲載し、親しみを感じられる内容でした。
　より読みやすい議会だよりを目指し、今回の研修を今後の議会だよりの編集に生か
してまいります。

委員会活動報告委員会活動報告
　各委員会では、議案の審査だけでなく、委員会に付託された市民生活に深く
関わることについて議会の閉会中も調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

お詫びと訂正

・8 ページ（Pick up ５）
（正）
Q 対象はどんな方ですか。
A 対象は 65 歳以上の一人暮らしの方、もしくは

それに準ずる方で他の見守りサービスを受け
ていない方のうち、市民税所得割非課税世帯
の方です。

Q 自己負担は。
Ａ 無料です。

議会だより第６5 号の記事に以下のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

視察レポート

（誤）
Q 対象はどんな方ですか。
A 対象は 65 歳以上の一人暮らしの方、 もしくは

それに準ずる方で他の見守りサービスを受け
ていない方です。

Q 自己負担は。
Ａ 市民税所得割課税世帯は自己負担 1100 円、   
    市民税非課税世帯は無料です。
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総務文教常任委員会　５月１０日～１２日

●福岡県福津市「コミュニティスクールについて」
　福津市では、コミュニティスクールと地域学校協働本部が連携し、一体的に推進
していくことに力を入れており、また、この一体的な推進の重要な役割を果たす「地
域コーディネーター」が各学校に多く配置されていることが強みであるとのことでし
た。さらに現在では、「地域コーディネーター」のリーダーである「統括コーディネー
ター」も多く配置し、積極的に活動しているそうです。
　コミュニティスクールの活動において重要と考えられている「地域コーディネー
ター」を増やすことや、「統括コーディネーター」といったリーダーを配置すること
は効果的であると感じました。

●福岡県宮若市「学校統廃合について」
　宮若市では、統廃合を進めるにあたり、反対の意見も多くあったようですが、「整
備計画」を作成し、地域や保護者への説明会を丁寧に行い、アンケートも実施し協
議を重ねながら進めたとのことでした。子どもたちが新しい学校にうまく馴染める
のか心配する反対の声も多かったそうですが、実際に統合してみると、子どもたち
は順応性が高く、大人たちが思っていたよりも早く新生活に馴染んだとのことでし
た。また、当時の市長が強いリーダーシップを発揮し、進めることができたそうです。
　さらに「学校施設等跡地利活用方針」を策定し、この方針に基づいて積極的に廃
校の利活用に取り組んでおり、民間事業者とマッチングをして民間施設として再活用
をしてもらっている例もあり、大変参考になりました。 

●福岡県朝倉市「公共交通について」
　朝倉市では、公共交通の空白地帯を無くすために、バス停から 500m 以内は交
通が通っているエリアと定め、それ以外のエリアに公共交通を通わせることを目標に
取り組み、概ね市内における交通空白地帯は解消できたそうです。
　紀の川市と同様に、利用者が減少して
いることや維持継続していくための費用
が増えているといった課題をかかえてい
るそうですが、「公共交通が無ければ生
活できない方を守っていく」という目的
を当初に掲げており、この当初の目的か
ら変わらずに事業に取り組んでいく姿勢
が非常に素晴らしいと感じました。
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大田　裕之　議員（わかばクラブ）
　◎メルカリとの連携を進めるべきでは
　○国内観光客、外国人観光客の受け入
　　れ体制は

中村　まき　議員（日本共産党）
　◎入札に対する改善

阪中　晃　議員（わかばクラブ）
　◎学力向上

いっぱん質問いっぱん質問
　一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対し、事業の執行状
況や政策方針などについて質問することで、政策の見直しや提言なども行います。

※  ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問の内容については、要旨のみ掲載していますが、QR コードから録画配信がご覧いただけます。
なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。
くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課まで
お問い合わせください。（TEL　0736-77-0860）

石井　仁　議員（日本共産党）
　◎皆保険制度下で保険証を廃止しても
　　いいのか
　○視覚障害のある人に優しい公式ホー
　　ムページに

門　眞一郎　議員（日本共産党）
　◎クビアカツヤカミキリによるモモや
　　ウメ、サクラなどの樹木の被害を防
　　ぐために。
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Ｑ　
全
国
の
自
治
体
で
、
株
式
会
社
メ
ル

カ
リ
及
び
株
式
会
社
ソ
ウ
ゾ
ウ
と
の
連

携
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
　

 

学
校
統
廃
合
の
際
に
生
じ
る
不
用
品

を
売
却
し
た
り
、
粗
大
ご
み
や
備
品
を

売
却
し
た
り
と
、
リ
ユ
ー
ス
の
促
進
、

そ
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
ま
で
、

連
携
の
範
囲
は
幅
広
い
。

　
　

 

株
式
会
社
メ
ル
カ
リ
・
株
式
会
社
ソ

ウ
ゾ
ウ
と
の
官
民
連
携
協
定
に
つ
い
て

市
の
考
え
は
。

Ａ　
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
３
Ｒ
を
推
進
し
取
り
組
ん
で
い

る
。
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
た
官
民
連
携
の
取
り
組
み
は
必
要
と

考
え
る
。
他
市
の
取
り
組
み
事
例
を
参

考
に
し
、
研
究
・
検
討
を
行
う
。

Ｑ　
「
メ
ル
カ
リS

h
op

s

」
を
開
設
し
、

市
の
備
品
の
売
却
を
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Ａ　
廃
棄
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
管
理
す

る
担
当
課
で
判
断
し
て
い
る
。

　

 

「
メ
ル
カ
リS

h
op

s

」
を
利
用
し
た

備
品
の
売
却
に
つ
い
て
は
、
運
用
面
で

の
手
順
な
ど
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
官
民
連
携
を
進
め
市
の
発
展
を
期
待

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
連
携
に
つ
い

て
、
市
長
の
考
え
は
。

Ａ　
市
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
よ
り

有
効
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　
　

 

メ
ル
カ
リ
と
の
連
携
協
定
の
締
結
の

提
案
だ
が
、
循
環
型
社
会
の
推
進
に
、

ま
た
、
市
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
よ

り
有
効
的
な
も
の
で
あ
る
か
な
ど
、
先

行
し
て
い
る
自
治
体
の
取
り
組
み
内
容

を
研
究
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

メ
ル
カ
リ
と
の
連
携
を

進
め
る
べ
き
で
は

最
低
制
限
価
格
＝
落
札
額
は

不
正
な
入
札
で
は
な
い
⁉

Ｑ　
入
札
の
公
平
性
・
公
正
性
・
競
争
性
・

透
明
性
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

市
の
考
え
を
聞
く
。

　
　

 

ひ
と
つ
の
入
札
に
対
し
、ふ
た
つ
の

入
札
辞
退
届
が
出
さ
れ
て
い
る
。理
由

と
し
て「
正
当
な
競
争
の
で
き
な
い
官

製
談
合
の
よ
う
な
入
札
に
は
参
加
で
き

な
い
」「
独
占
禁
止
法
に
抵
触
す
る
と
思

わ
れ
る
事
象
が
あ
り
、公
正
な
入
札
が

で
き
な
い
」
と
あ
る
が
、市
と
し
て
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。

Ａ　
業
者
の
見
解
で
あ
り
、談
合
情
報
と

は
考
え
て
い
な
い
。顧
問
弁
護
士
に
も

相
談
し
た
。

Ｑ　
最
低
制
限
価
格
と
落
札
額
が
同
額
の

入
札
は
他
自
治
体
で
は
不
正
行
為
が
疑

わ
れ
る
と
聞
い
た
。令
和
４
年
度
の
本

市
の
入
札
で
は
８
件
あ
っ
た
。こ
の
状

況
に
つ
い
て
市
長
の
認
識
は
。

Ａ　
件
数
に
関
わ
ら
ず
、不
正
な
入
札
で

あ
る
と
認
識
は
し
て
な
い
。現
在
の
入

札
は
公
平
性
・
公
正
性
・
競
争
性
・
透

明
性
を
確
保
で
き
て
い
る
。

Ｑ　
地
方
自
治
法
で
は
「
原
則
一
般
競
争

入
札
」
と
な
っ
て
い
る
。一
般
競
争
入

札
の
拡
大
や
電
子
入
札
を
導
入
し
て
は
。

Ａ　
電
子
入
札
の
導
入
は
計
画
し
て
い
な

い
。市
内
全
体
の
業
者
に
寄
り
添
っ
た

入
札
を
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、現
在

の
方
法
で
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
国
の
指
針
を
見
る
と
遅
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。改
善
に
対
す
る
考
え
は
。

Ａ　
遅
れ
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。必

要
に
応
じ
て
改
善
が
必
要
。
今
の
段

階
で
は
、ず
っ
と
や
っ
て
き
て
い
る
の

で
現
在
の
や
り
方
が
一
番
い
い
の
で
は

な
い
か
。よ
く
精
査
し
て
い
き
た
い
。

大田　裕之

中村　まき開示請求による資料の一部抜粋
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阪中　晃

中
学
生
、
頑
張
れ
。

一
人
た
り
と
も
保
険
診
療
が
受
け
ら

れ
な
い
事
態
を
避
け
る
対
応
を

　
　

 

６
月
２
日
の
豪
雨
に
よ
っ
て
、
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
お
悔
や
み
を
、
ま
た

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｑ　
学
力
向
上
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
中
学

校
の
英
語
を
取
り
上
げ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
授

業
内
容
や
、
中
学
３
年
生
で
の
英
語
検

定
３
級
以
上
の
合
格
者
の
こ
と
、
貸
与

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
色
々
な
制
約
の
な
か
で

使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
な
ど
を
活
用
し
て
、
色
々
な
科
目
の

知
識
を
吸
収
し
た
り
、
自
分
に
合
っ
た

レ
ベ
ル
の
英
語
の
フ
レ
ー
ズ
な
ど
を
、

毎
日
家
で
も
好
き
な
時
に
聞
け
る
よ
う

に
す
る
べ
き
で
な
い
か
。
そ
し
て
最
後

に
、
１
年
後
に
は
各
偏
差
値
の
違
う
高

校
へ
大
多
数
の
生
徒
が
進
学
す
る
な
か

で
、
中
学
３
年
生
だ
け
で
も
、
理
解
で

き
る
生
徒
に
は
大
い
に
伸
ば
し
て
い
く

授
業
を
、
そ
う
で
な
い
生
徒
に
は
理
解

で
き
る
よ
う
に
丁
寧
に
教
え
る
、
習
熟

度
別
授
業
を
各
中
学
校
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
教
育
委
員
会
が
全
面
に
出
て
、

習
熟
度
別
授
業
を
で
き
る
学
校
か
ら
２

年
計
画
く
ら
い
で
保
護
者
と
話
し
合
い
、

取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
時
期
に
来
て
い

Ｑ　
法
改
正
に
よ
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
、つ
ま

り
現
行
の
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

　

 

い
る
か
、「
資
格
確
認
書
」を
保
険
者（
国

　

 

保
は
市
役
所
）に
も
ら
う
か
し
な
い
と

保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。

　
　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況

と
健
康
保
険
と
の
紐
づ
け
状
況
は
。

Ａ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
住
基
人
口

６
０
５
５
９
人
に
対
し
て
、
交
付
数
は

４
８
３
７
４
枚
。（
令
和
５
年
５
月
末
）

　
　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
被
保
険
者

証
の
紐
づ
け
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
１
４
８
７
２
人
に
対
し

て
、
紐
づ
け
件
数
が
７
８
５
４
件
。
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

１
０
８
６
０
人
に
対
し
て
、
紐
づ
け
件

数
が
４
５
５
６
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

 

そ
の
他
の
保
険
者
の
紐
づ
け
状
況
は

把
握
し
て
い
な
い
。（
令
和
５
年
４
月
）

Ｑ　
早
け
れ
ば
来
年
の
秋
に
は
現
行
の
保

険
証
が
使
え
な
く
な
る
の
に
、
１
万
人

以
上
の
方
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
し
、
保
険
証
と
の
紐
づ

る
の
で
は
。

Ａ　
子
ど
も
の
発
達
段
階
を
踏
ま
え
て
、

習
熟
度
別
授
業
を
行
う
の
は
難
し
い
と

考
え
る
。
現
在
「
一
人
一
人
の
子
ど
も

が
主
語
と
な
る
学
校
教
育
の
実
現
を
め

ざ
し
て
」
を
教
育
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

一
人
一
台
端
末
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
有
効

的
に
活
用
し
た
授
業
の
実
践
、
学
校
図

書
館
の
利
活
用
の
推
進
、
ふ
る
さ
と
教

育
の
充
実
、
こ
の
３
つ
に
重
点
を
置
い

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
を
見
極
め

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

け
も
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
だ
。

　
　

 

資
格
確
認
書
を
郵
送
す
る
な
ど
、
一

人
た
り
と
も
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
な

い
事
態
を
避
け
る
対
応
を
。

Ａ　
資
格
確
認
書
は
経
過
措
置
と
し
て
当

分
の
間
保
険
者
が
必
要
と
認
め
る
と
き

は
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
ら
ず
、交

付
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。今
後
、国
な

ど
の
運
用
基
準
に
基
づ
き
、可
能
な
限

り
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
と
効
率
的

な
事
務
運
用
が
は
か
れ
る
よ
う
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

石井　仁
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議会を傍聴してみませんか

議会のインターネット配信

　市議会の定例会は、３・６・９・12 月の年４
回開催され、傍聴することができます。
　市議会では、市民のみなさんの生活に直結し
た重要な問題が審議されていますので、私たち
議員の活動状況や市政の内容を知るためにも、
ぜひ傍聴にきてください！

　本会議の録画映像をイン
ターネットで配信していま
す。議会ホームページや、
右の QR コードからぜひご
覧ください。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ･･･ 議会事務局
電話番号：０７３６－７７－０８６０

次回 9 月定例会

本会議の録画映像はこちらから
※午前９時３０分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

Ｑ　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
令
和
元

年
に
か
つ
ら
ぎ
町
の
モ
モ
園
で
被
害
が

確
認
さ
れ
、
翌
年
に
は
本
市
の
粉
河
地

区
で
発
見
さ
れ
た
。
モ
モ
や
ウ
メ
な
ど

バ
ラ
科
の
樹
の
内
部
を
食
い
荒
ら
し
て

枯
ら
せ
て
し
ま
う
害
虫
で
、
特
定
外
来

生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

本
市
で
の
被
害
の
状
況
は
。

Ａ　
令
和
２
年
度
、３
園
地
７
本（
モ
モ
）。

令
和
３
年
度
、２
園
地
９
本
（
モ
モ
３

本
、ウ
メ
６
本
）
。令
和
４
年
度
、24
園

地
１
３
４
本
（
モ
モ
66
本
、ス
モ
モ
33

本
、ウ
メ
35
本
）。

Ｑ　
市
と
し
て
の
対
策
は
。

Ａ　
被
害
の
増
加
に
危
機
感
を
感
じ
て
い

る
。
早
期
発
見
・
早
期
駆
除
が
重
要
。

那
賀
地
方
病
害
虫
防
除
対
策
協
議
会
で
、

農
地
の
巡
視
を
年
２
回
実
施
。
被
害
が

確
認
さ
れ
た
園
地
周
辺
半
径
１
㎞
内
の

　

 

※
悉し
っ
か
い皆
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　
防
除
・
駆
除
に
対
す
る
補
助
は
。

Ａ　
被
害
を
受
け
た
樹
木
に
対
し
て
県
と

市
で
、
伐
採
・
抜
根
に
３
万
円
、
伐
採
・

根
覆
い
に
２
万
円
、ネ
ッ
ト
被ひ

ふ
く覆
に
２

　

 

千
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
農
薬
散

布
に
は
Ｊ
Ａ
紀
の
里
が
２
分
の
１
補
助

を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　
広
報
活
動
の
具
体
化
は
。

Ａ　
市
の
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
、
チ

ラ
シ
の
折
り
込
み
な
ど
で
周
知
を
は
か

っ
て
い
る
。
今
後
、
各
支
所
や
小
中
学

校
に
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
掲
示
し
て
、
市

民
か
ら
の
情
報
を
い
た
だ
き
た
い
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
に

門　眞一郎

※
悉し
っ
か
い皆
調
査
と
は

対
象
と
な
る
も
の
を
全
て
調
べ
る
調
査

の
こ
と

クビアカツヤカミキリ

日 月 火 水 木 金 土
8/27 28 29 30 31 9/1 2

本会議
（開会）

3 4 5 6 7 8 9

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問・
質疑・付託）

予算決算
常任委員会

（小委員会）

10 11 12 13 14 15 16

予算決算
常任委員会

（小委員会）

予算決算
常任委員会

（小委員会）

予算決算
（総務文教

分科会）
・総務文教
常任委員会

17 18 19 20 21 22 23

予算決算
（厚生分科会）

・厚生
常任委員会

予算決算
（産業建設

分科会）
・産業建設
常任委員会

24 25 26 27 28 29 30

予算決算
常任委員会

本会議
( 閉会）
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答　弁 答　弁

その後 その後

追 

跡
通学ヘルメット

このままでいいの？

デザイン一新 推進室を設置

京奈和関空連絡道路の
専門部局設置を　

　中学生の通学ヘルメットが長期にわたり変更さ
れていない。自主的に使ってもらえるように、軽
くて通気性が良いものに変更を検討すべきでは。

　ここ数十年、デザインもそのままで変更してい
ない。いまは、軽くて通気性が良く、更にデザイ
ンも良く安全性が担保されているヘルメットがあ
るので、登下校以外でも着用してもらえるような
ものに変更できないかどうか、金銭的なことも含
め検討していきたい。

　庁舎内に専門部局を作る方向については、今しば
らく時間をいただいてもう少し前進した時点で設置
を考えていきたい。

　令和5年度からの機構改革で「京奈和関空連絡道
路構想」の実現に向けて、専門部署「京奈和関空連
絡道路推進室」を設置しました。推進体制の強化を
はかるとともに、関係自治体と連携し、国や関係機
関に対して積極的な要望活動を展開しています。

　本庁の中に京奈和関空連絡道路建設に向けての
専門部局を作り、市の強い思いを前面に出しては。

あの質問、どうなったの？
ちょっとおしえて！

  令和4年度より、通学用ヘルメットがサイクリング
用のタイプに変更されました。登下校中はもとよ
り、それ以外での着用を促すことで、さらなる安全
対策を推進しています。
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紀の川市議会ホームページ紀の川市議会ホームページ
https://www.city.kinokawa.lg.jp/gikai/https://www.city.kinokawa.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの※携帯電話・スマートフォンなどの
バーコードリーダーで読み取ると、バーコードリーダーで読み取ると、
議会ホームページにアクセスできます。議会ホームページにアクセスできます。
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今
年
も
ま
た
暑
い
夏
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
夏
バ
テ
な
ど
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に

移
行
し
、
新
し
い
生
活
様
式
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
粛
ム
ー
ド

で
控
え
ら
れ
て
い
た
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
も
徐
々
に
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
対
策
を
と

り
な
が
ら
に
は
な
り
ま
す
が
、
少

し
ず
つ
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
ん

で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
当
委
員
会
は
４

年
ぶ
り
に
視
察
研
修
に
行
っ
て
き

ま
し
た
（
９
ペ
ー
ジ
参
照
）。
久
し

ぶ
り
の
研
修
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
特
に
議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
関
し
て
と
て
も
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
編
集
作

業
は
各
議
会
に
よ
っ
て
取
り
組
み

方
が
違
う
の
で
、
他
議
会
の
作
業

内
容
を
聞
く
こ
と
は
刺
激
に
な
り

ま
す
。
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
は
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
今
後
の
紙
面

構
成
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
上
野　

宗
彦
）
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